
やさしい仕上げみがきについて

●この資料のねらい

ついつい、怖い顔で始めてしまう仕上げみがき。
本当は気持ちいいはずなのに・・・

仕上げみがきは、むし歯や歯肉の病気を予防するためだけでなく、子どもが歯みがきを

好きになるためにも大切です。やさしい仕上げみがきのために、この資料を参考にして

いただければ幸いです。
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①お口を触れられることから
慣れていきましょう。

●ほっぺの
マッサージ

●唇も優しく
つまんで

●お口の中も
やさしく触って

②ハブラシを嫌がるときは、ガーゼや
めん棒、歯拭シートで歯の表面を
拭きましょう。

注）
奥の歯のかみあわせ
の溝などは、歯を拭く
だけでは汚れを落と
すことができません。

③子どもの口が、良くみえる体位で
みがきましょう.

●寝かせみがき

●椅子を使って ●前に立たせて

母子ともに負担の
かからない体位を
選びましょう.

●ハブラシの大きさ

前歯2本と同じくらいか、
やや小さめのものを
選びましょう。
仕上げ用のブラシは、
小さめのものがよいでしょ
う。

●ブラッシングの力
× ○

左図のように毛先がしなっている
のは力の入れすぎです。歯の汚
れは柔らかいものですので、力は
入れて磨く必要はありません。

画像や文章などの一部または全部を無断で転用、複製することはできません。

●やさしい仕上げみがきを始める前に
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●やさしい仕上げみがきの方法

×ハブラシを奥まで入れすぎ

ハブラシを少し斜めから入れます。

いたい
きもち悪
い

●下の奥歯のかみあわせ

歯肉に炎症がある時など、ブラシ
の先が歯肉に当たって痛がると
きは、ハブラシを逆さにして磨く
方法もあります．

○にブラシが当たる。

いたい

○に当たらないようにハブラシを、
縦や横にして、汚れの残りやすい
歯と歯肉の境目までブラシを当て
ます。

●上の前歯

×ハブラシを深く入れすぎ

歯の長さをよく確認して、歯と歯
肉の境目まで、ブラシを入れ、細
かくブラシを動かします。

いたい

●下の前歯の裏側

画像や文章などの一部または全部を無断で転用、複製することはできません。
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